






まとめ 

 糖尿病母体の高い妊娠中毒症発症は周知の事実であり,今回の妊産婦死亡調査のうち知

り得るのみで 2例の DM が存在する。他の代謝内分泌疾患についても同様の傾向がみられ児

の予後を不良にしていることが知られた。潜在性のこれらの疾患を発見するスクリーニン

グと,障害発生機序を正しく認識することによる予防法が今後の課題である。 


